
近年、患者さんの審美的要求が高まり、臼

歯部においても歯冠色を望まれるようになっ

た。また、金属アレルギー等の問題からメタ

ルフリー化、いわゆるセラミックスレストレ

ーションへの移行も確実に進んでいると思わ

れる。それに伴い、審美修復材料も改良が加

えられ、多くの種類が市場に出ている状況に

ある1）。

審美修復材料の代表として、ポーセレンが

挙げられる。審美性、経時的耐久性、表面性

状等、多くの利点を有する材料ではあるが、

硬くて脆いという性質や製作の難しさ等の欠

点もある。特に硬さについては、対合歯の摩

滅や歯牙に対する影響等で指摘されていると

ころである。

それらのポーセレンの欠点を補い、臼歯部

での咬合に耐えうる機械的強度を有し、審美

性、生産性を考慮した新素材が「ハイブリッ

ドセラミックス」といわれる【エステニア】

である。18K 相当の硬さと高靭性をもち、硬

質レジンと比較して格段の強度と耐久性を有

している。すなわちエステニアは、機械的強

度に優れ、弾性率もエナメル質と象牙質の中

間に位置し、力学的にも天然歯に調和してい

る材料といわれている。また、材料強度があ

るためメタルとの接着性にも優れ、メタルフ

レームに築盛することにより、多くの補綴装

置に応用することが可能で、そのほかに、ポ

ーセレン、キャスタブルセラミックスに比べ、

導入する際の設備投資が少ない利点も有し、

生産性の点からも技工士、患者双方にメリッ

トがある2）。特筆すべきこととして挙げられ

るのは、上市まで10年に及ぶ開発期間を経て

いることで、臨床に携わる者としては最も信

頼に値することだと考えている。

エステニアのようなメタルフリー材料の臨

床応用には確実な接着が最も重要なことであ

る。修復材料、セメント、歯質（支台築造メ

タル）が調和してこそ長期的な安定が得られ

ることになる。

そこで開発されたのが、機械的強度に優れ、

長期的に安定しているコンポジットレジン系

セメント・パナビアフルオロセメントであ

る。パナビアフルオロセメントは、従来のパ

ナビア21を高機能化したもので、フッ素徐放

性を有したデュアルキュアタイプの接着セメ

ントである。

補綴物の再修復の原因の大きなものに、二

次齲蝕があるが3）、その対策として、細菌の

侵入抑制と歯質の耐酸性強化が必要とされて

いる。高強度、適度な弾性と高接着性は無機

フィラーを78wt％含有するパナビアフルオロ

セメントの理工学的特性により、現時点では

優れたものになっているし、デュアルキュア

によってマージン部をシャープに硬化させる

ことができるうえ、さらに化学重合によって

確実に硬化させることができる。また、特殊

処理されたNaFにより、フッ素が徐放され、

フルオロアパタイトの形成が促進され歯質の

耐酸性の向上が期待される。また、今回ED

プライマーⅡになったことにより、歯面処理

時間が従来の60秒から30秒と短縮され、さら

に操作が簡便になった。
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象牙質との接着性を増加させる処理方法

に、柏田聰明先生の提唱されたADゲル法が

ある。KエッチャントGEL（40％リン酸）で

表層のスミヤー層を除去した後、ADゲル

（10％NaOCl)で表層の脱灰コラーゲンを溶

解、除去し、粗造化した新鮮な象牙質表面を

出すというものである。この面にEDプライ

マーで接着することにより、樹脂含浸層がで

きるとともに、象牙細管中に入り込んだレジ

ンタグで機械的な嵌合も得られると報告され

ている4）。

現在、最も優れた合着材のひとつがパナビ

アフルオロセメントであるといえるが、エス

テニアインレー合着用のシェードはブラウン

しかなかった。エステニアクラウンの合着の

場合は、ほとんどの症例に適応したが、イン

レー、アンレーのように接着面が露出するこ

との多い症例では、クラパールDCが推奨さ

れていた。

この色調の問題を解決するために追加され

たのが、今回の新色『ライト色』である。歯冠

色に近似した色調で、エステニアインレーと

歯牙との界面を違和感がないように埋めるこ

とができるようになった。透明感を強調する

症例の場合、エステニアクラウン内面にオペ

ークを施さないことがあるが、これらの症例

でも健全象牙質に近似したイエローの強いラ

イト色は良好な結果を生むと考える。セメン

トの色調が増えることで、より審美的な修復

に近づくことができるようになったと思う。

エステニアのような新素材を臨床応用し、

最善の結果を出すためには守らなくてはなら

ないルールがある。エステニアインレーでい

えば、メタル修復と異なり、インレー体をレジ

ンセメントを介して歯牙と一体化させること

といえる。機械的嵌合は必要ないので、ブラ

ックの窩洞のような窩洞形成は必要ない。外

開きで、できるだけスムーズなラインアング

ルで形成する。バットジョイントマージンで

側室マージン部はショルダーとし、咬合力を

受け止めるようにする。テーパーがきつすぎ

ると試適時でも破折が起こる。咬合圧が加わ

るところは水平にしショルダーを付与する。

最も重要なことは接着である。エステニア

インレーの清掃、シランカップリング処理は

必須である。歯面も前記したような処理を確

実に行うことが必要である。守らなくてはな

らないルールに従って、一連の処置を行えば、

患者さんに満足していただける修復が可能で

あると考える。

エステニアインレーの製作過程、パナビア

フルオロセメント（ライト色）の接着過程、

臨床例を呈示したので、参考にしていただけ

れば幸いである
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図3 ビタA3シェードガイドをあてて撮
影する。

図2 インレーを除去し、窩洞形成を行
う。側室はショルダー形態。

図1 術前。患者は31歳、女性。 4の齲
蝕。

図6 窩洞内に一層盛る。図5 スペーサーに使用するカラーワッ
クス。色がない方が惑わされない。

図4 シリコンにて印象採得を行い、作
業模型を製作する。

図9 エステニア デンチンを築盛し、筆
でレジンを馴染ませる。各ステップ毎に
所定の時間光重合を行う。

図8 模型に一層塗布する。図7 レジン分離剤、マージンセップ。

図12 内部にステインを置き、光重合
を1分間行う。

図11 クロマゾーンカラーステインの
ブラウンとオレンジを準備し、混和す
る。

図10 エステニア アンバーを築盛す
る。

技　工　編
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図15 エステニアエナメルを築盛する。図14 筆でレジンを馴染ませる。図13 窩壁にエステニア トランスペア

レントを築盛する。

図18 エアバリアーペーストを一層塗
布する。

図17 築盛終了。図16 筆で表面を整える。

図21 KL-310で110℃、15分間加熱重
合を行う。

図20 慎重に模型から分離する。図19 αライトⅡで光重合を3分間行
う。

図24 中研磨。図23 模型上でコンタクト等の調整を
行う（副模型があると、より正確にで
きる）。

図22 バリや表面の低重合層を取り除
く。
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図27 布バフで最終研磨。図26 エステニア用研磨材をロビンソ
ンブラシにつけ研磨する。

図25 エステニア専用研磨材。

図32 完成したエステニアインレー。
ベースはビタA3 。

図29 完成したエステニアを脱型。図28 副模型上で完成したエステニア
インレー。

図33 仮封材を除去し、清掃。エステ
ニアインレーの試適。

図30 ほとんどの工程はマイ
クロスコープ下で行う。

図31 印象採得後、軟質レジンで仮封。

図36 ADゲルを窩洞に塗布。2分後、
水洗、乾燥。

図35 窩洞をエッチング処理。10秒後、
水洗、乾燥。

図34 エステニア内面をエッチング処
理。5秒後、水洗、乾燥。

合　着　編
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図39 シランカップリング剤は熱でよ
り活性化する。ドライヤーを使用。

図38 スチームクリーナーで洗浄後、
乾燥。シランカップリング処理剤を塗
布する。

図37 シランカップリング処理剤とし
てメガボンドプライマーとポーセレン
ボンドアクティベーターを使用。

図42 パナビアフルオロセメント。上
がAペースト、下がBペースト（ライト
色）。

図41 窩洞にEDプライマーⅡを塗布
し、30秒放置後、乾燥。

図40 EDプライマーⅡを準備。

図45 圧接した状態で、筆で余剰セメ
ントを取り除く。

図44 ペーストをインレー側に盛り、
窩洞に圧接。インレー体を挿入したら
浮き上がり防止のためにしばらく圧接
しておく。

図43 パナビアフルオロセメント、ラ
イト色を等量練和。

図48 咬合調整。図47 セメントを除去したら光照射を
行う。本症例はアークライトⅡを使用
した。

図46 隣接面はスーパーフロスを使用
している。
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図49 丁寧に研磨を行う。

図53 装着後。患者はまったく違和感
を感じなかった。

図52 完成したエステニアインレー。

図50 装着後。患者は満足した。

図51 患者は38歳、女性。右下6番の齲
蝕。

図56 装着後。図55 完成したエステニアインレー。図54 患者は25歳、女性。左下5番の齲
蝕。

図59 装着後。図58 完成したエステニアインレー。図57 患者は35歳、女性。メタルイン
レーの脱離。

臨床症例編
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図62 下顎左側6.7番の完成したエステ
ニアインレー。

図61 同患者。術前下顎面観。臼歯部
にメタルインレーが装着されている。

図60 患者は29歳、女性。齲蝕の処置
とメタルフリーを希望。術前上顎面観。

図65 同患者。修復後の下顎咬合面観。
患者は大いに喜んだ。

図64 同患者。修復後の上顎咬合面観。図63 装着後。

図68 装着後。図67 下顎右側4番はエステニアクラウ
ン。6.7番はエステニアインレー。

図66 患者は59歳、女性。下顎の審美
修復を希望した。

図69 修復後の下顎咬合面観。左側は
エステニアブリッジで処置した。
「もっと早く治せば良かった…」
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